
「読むこと」及び「書くこと」の言語活動では、児童が思わず「読んでみたくなる」「書いてみたくなる」活
動を設定する。また、学習したことを適切に評価するために、評価場面や評価方法を工夫する。さらに、【知識・
技能】及び【思考・判断・表現】に係る個々の学習状況を確認し、児童の学習改善や教師の指導改善に生かす。

目的をもって読んだり書いたりする言語活動と評価の工夫
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「読むこと」 自作ペーパーテスト目的をもって「書く」・ 「読む」活動

「読むこと」【知識・技能】「音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語
句を読んで意味が分かっているか」を見取る。自作のペーパーテスト
では、実際の授業で取り扱った言語の使用場面や語句を踏まえて出題
できるため、児童の学習状況をより適切に評価することができる。

単元を通して基本的な語句や
表現に音声で十分に慣れ親しん
だ後に、「メニュー」一覧を見
ながら必要な語句を選んで書き
写す活動を設定。
「『担任の先生に喜んでもらう
ためのランチ』のオーダー表作
成」という「書く」目的をもたせ
ることで、児童の学習意欲を高め
ている。また、指導者は、筆記の
状況から個々の児童の学習状況
を確認し、指導に生かす。

各自が作成したオーダー表を
互いに読み合う活動を設定。
メッセージを書く活動により、

「担任の先生に喜んでもらうた
めに」という目的に応じて、友
達の選んだメニューを読む必然
性が生まれる。また、メッセー
ジを可視化することで、目的に
応じて推測しながら語句を読ん
でいる状況を確認することがで
きる。

単元名：「What would you like？」（Junior Sunshine 5）


